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研究成果の概要（和文）：ユビキチンリガーゼであるFbw7の結合部を失して分解抵抗性になったc-Mybノックイ
ンマウスを作成したところ、ホモ変異型では肺にB細胞を主としたリンパ球浸潤による臓器障害発生例が見ら
れ、一部の浸潤細胞がc-Myb陽性を示した。
炎症部にB細胞を走化させるCXCL13の遺伝子プロモーター上にはc-Myb応答配列が存在し、その転写活性化能が
Luc assayで確認された。またFbw7の別の分解標的のGATA3も相乗的に転写活性能を増強した。よってFbw7が炎症
発生時にCXCL13の発現調節に関わる可能性が見出された。

研究成果の概要（英文）：Both c-Myb and GATA3 are the targets of Fbw7-mediated ubiquitylation. A 
knock-in strategy to express Fbw7-mediated degradation resistant mutant of c-Myb in mice was 
performed. In lung of some homozygous knock-in mice, lymphocytic infiltration which was mainly 
comprised of B cells was observed, and some cells in the region were expressed c-Myb. 
 CXCL13 which expresses in accordance with an inflammation is a chemotactic factor for B cell to a 
damage site, c-Myb responsive sequences are included in its promoter region. The transcriptional 
activity of c-Myb on the CXCL13 promoter region was confirmed by luciferase assay, indeed, GATA3 
which is also a target of Fbw7 produced synergistic effect with c-Myb. It is suggested that Fbw7 
associates with the regulation of CXCL13 expression level by quantative regulation of its targets. 

研究分野：分子生物学

キーワード：  Fbw7　炎症
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研究成果の学術的意義や社会的意義
Fbw7の欠損はc-MybおよびGATA3の分解阻害をもたらし、血球系細胞の分化増殖阻害を発生させる可能性があるこ
とは過去に報告したが、本研究によって炎症発生に伴って免疫細胞がCXCL13を産生する際に、Fbw7による量的調
節を受けたc-MybとGATA3が相乗的な発現促進作用を持つ可能性が示唆された。両因子の相乗作用はIL-13発現に
おいても過去の報告で認められており、複数の炎症性サイトカインの発現調節にFbw7がこれら転写因子の量的調
節を介して関与していると考えられる。このことからFbw7活性調節が新規抗炎症薬での分子標的の候補になるこ
とが期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
炎症と T 細胞：抗原物質などによる刺激を受けた部位では生体防御のために免疫系が起動
する。まずマクロファージが抗原を受け止め、自然免疫系の細胞が抗原を貪食排除すると
共に獲得免疫系へも抗原情報を送るとヘルパーT細胞(Th0)の再分化が発生し、多種の免疫
細胞から炎症性サイトカインが産生され、炎症が発生する。貪食を受けた組織細胞は死滅
し、脱落した領域を補う為に周辺の細胞増殖は一過性に亢進する。急性炎症ではこの組織
損傷と修復が繰り返されながらサイトカインの発現は抗炎症性サイトカインにシフトして
治癒に向かうが、受けるダメージが強く修復不能な場合は慢性炎症に分類され、組織には
不可逆性の線維化が誘導されて臓器障害の原因となる。最近の研究で、炎症は糖尿病など
の生活習慣病、アルツハイマー病や癌など、多種の疾患に関わる生体反応であることがわ
かり、治療標的として注目されている。 
 Th0 の再分化で産生される Th1 と Th2 は互いの機能を抑制し、Th1/Th2 バランスと称さ
れる平衡状態を保ってそれぞれの産生するサイトカイン量が調節されている。アトピー性
皮膚炎ではバランスが Th2 に偏っているのが特徴のひとつだが、GATA3 の高発現状態は Th2
優位の傾向を強める作用を持つ。 
 
Fbw7：ユビキチンプロテアソーム分解において基質を認識する E3 ligase のひとつで、多
くの基質に対して、GSK3 によってリン酸化される Ser/Thr を含むコンセンサスアミノ酸配
列(CPD：Cdc4 phospho-degron)を認識して結合、分解を誘導することが知られている。血
液癌を始めとする複数種の癌で高頻度に機能欠損に帰結する Fbw7 遺伝子変異が同定され、
また既知の基質に癌遺伝子産物および造血系細胞の分化増殖に関わる因子を含む事から、
Fbw7 は癌抑制や細胞分化調節を司ると理解されている。Fbw7 を T 細胞分化初期以降に欠
失する Lck-Cre コンディショナルノックアウト(cKO)マウスの T細胞では、Myc, Notch, NF
κB2, GATA3 の蓄積が観察される。いずれも Fbw7 の基質であると同時に、炎症反応の惹起、
進展の様々な局面で重要な役割を担うことから、Lck-Cre cKO マウスでは炎症刺激に対し
て T細胞応答不全の反応を起こすかもしれない。しかしながら Fbw7 が炎症抑制に関与して
いると実証した報告はない。 
 
c-Myb：我々は血球細胞の分化制御を担う転写因子として知られる c-Myb タンパク質が、
CPD 内 T572 がリン酸化されることで Fbw7 と結合し、ユビキチン依存的分解を受けること
を発見した（Kitagawa Oncogene 2009, Cell Div.2010）。cMyb の分解は臓器のどこで、
どのように機能しているかを明らかにすることを目的として、T572 に変異を導入し Fbw7
による分解に抵抗性を獲得した c-Myb ノックイン(cMybT572A KI) マウスを作製した。この
マウスでは通常環境下での飼育によって可逆性の接触性皮膚炎に似た可逆性の皮膚炎症を
発症することが観察された。皮膚炎の発症に c-Myb が関与することを示す報告はなく、
c-Myb は未知の下流転写制御分子を介して炎症惹起を回避する役割を持つ分子であると予
想される。 
 
GATA3：T細胞の分化過程で不可欠の役目を果たしているGATA3も CPDを持つタンパク質で、
我々は Fbw7 の基質であることを同定した（Kitagawa MCB 2014）。Lck-Cre cKO マウスでは
GATA3 の蓄積によって胸腺内での T 細胞の最終分化に障害が発生していることが推測され
た。また、近年ユビキチン分解の抑制機構の一つとして deubiquitinase(DUB)の機能が注
目されており、GATA3 の安定性にも DUB の関与があることがわかっている。GATA3 は半減期
の短い転写因子だが、炎症発生時に活性が誘導される MAPK は GATA3 をリン酸化し、GATA3
のユビキチン化を抑制してタンパク安定化に導くことが報告されている。MS 解析で
MAPK-p38 によるリン酸化部位を調べたところ、同定されたのは 1箇所だけで、ここのリン
酸化修飾は DUB の一種（仮称：USP-X）の結合と Fbw7 による GATA3 のユビキチン化の抑制
をもたらす可能性が見出された。 
 
２．研究の目的 
ユビキチンプロテアソーム分解系の E3リガーゼである Fbw7 は、癌抑制や分化調節を司
ると理解されてきた。一方で Fbw7 の基質の炎症に関連した報告や、炎症に関する知見等を
統合して考えると、Fbw7 は炎症調節因子としての役割を担う分子でもあり、おそらく正常
時では Fbw7 は炎症の発生および重篤化を抑制しているが、その分解システムに障害が起こ
ると、炎症の惹起も重篤化も起こりやすくなる傾向に向かうと推察された。本課題では炎



症反応過程に関わる Fbw7 の既知・新規基質の同定とその役割、また炎症シグナル下での 
Fbw7 を介した基質分解制御の役割を明らかにし、Fbw7 の炎症における機能を解明する。 
 
３．研究の方法 
I.c-MybT572A KIマウスで発生する炎症の病態解析と病態獲得に寄与するcMyb下流遺伝子を同定する。 
皮膚炎は発症原因や症状から多種に分類され、c-MybT572A KI マウスで起こる自然炎症を正
確に捉えるには、その特徴を明らかにし、発症原因を探る必要がある。そこで自然発生
した炎症および薬剤による炎症モデルを c-MybT572A KI マウスを対象に解析し、病態獲得に
関わる cMyb 下流遺伝子を同定する。 
II.Fbw7 を介した GATA3 分解の DUB による抑制制御機構を解明する。 
Fbw7 の基質に対する DUB 結合の阻害は、炎症制御因子の量的調節を可能にする方法のひ
とつになると考えられる。炎症惹起シグナルに連動した GATA3 の安定性制御に関与する DUB
を同定し、機能発現に関与する GATA3 のリン酸化機構を明らかにするとともに、炎症モデル
マウスでの DUB と GATA3 のリン酸化制御の関与を検証する。 
 
４．研究成果 
 I. c-MybT572A KIマウスで自然発生した炎症としては、皮膚炎に加えて肺、肝臓、腎臓での
異所性リンパ球浸潤、胸腺および脾臓の構造崩壊が観察された。さらに、これらの障害部
にある細胞の一部がc-Mybを発現していることが組織免疫染色によって確認された。しかし
ながらこれらの異常はマウスの継代を重ねることで減弱化したため、発生原因はc-Mybの蓄
積単独によるものではないと考えるのが妥当と判断された。 
一方でダニ粉吸引による喘息発症モデルを作成、解析したところ、c-MybT572A KIマウスで肺
に自然発症した炎症像と近似していることがわかり、野生型マウスで作成した喘息発症モ
デルのリンパ球浸潤部であってもB細胞以外の一部の細胞がc-Mybを発現していることが確
認された。炎症発生に伴ってB細胞が炎症部に遊走する際、障害部の樹状細胞やTfh 細胞が
走化因子であるCXCL13を発現することが知られている。遺伝子配列の検索より、CXCL13遺
伝子プロモーター上にc-Myb応答配列が存在することがわかったため、c-Mybが転写活性化
する可能性を考えた。そこでPromoter assayの系で検討した結果、c-MybはCXCL13転写の活
性化能を持つ事がわかった。さらにc-MybはFbw7の別の分解標的であるGATA3と相乗的に、
CXCL13の転写活性能を増強した。 c-MybとGATA3の転写活性化における相乗作用はIL-13発
現に対しても認められることが過去に報告されており、IL-13の発現調節にもFbw7が二種類
の転写因子の量的調節を介して間接的に寄与している可能性がある。 
 T細胞特異的なFbw7ノックアウトマウスを対象にした検証より、Fbw7の欠損はT細胞の分
化増殖阻害を発生させ、 その一因としてGATA3の分解阻害による蓄積が考えられることは
すでに報告したが、今回得られた知見より、分化後の免疫細胞においても、Fbw7が複数の
転写因子の量的調節を介して複数のサイトカインの産生を制御し、組織での炎症に対する
適正な生体反応に寄与している可能性が示唆された。 
 
II.  
詳細なユビキチンアッセイの結果、GATA3 に同定された MAPK-p38 によるリン酸化部位は、
その修飾状態によってFbw7によるGATA3のユビキチン化に影響を及ぼす知見は得られなか
った。しかしながら GATA3 は炎症発生時に機能が求められる転写因子としての性質を持つ
ため、急性期の炎症反応の一つとして活性化する MAPK-p38 がそのリン酸化を及ぼすことの
意義については、今後解明されるべき課題と考える。 
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